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一　

本
書
の
概
要

　

現
代
の
国
際
秩
序
で
あ
る
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
は
い
か
に

し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
本
書
は
こ
の
問
い
に
迫
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策

を
詳
細
に
跡
付
け
た
研
究
書
で
あ
る
。
こ
の
際
に
民
間
部
門
お
よ
び

共
和
党
の
役
割
に
注
目
し
て
い
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
ま
ず
、

目
次
は
以
下
の
通
り
。

　

は
し
が
き

　

序
章

　

第
Ⅰ
部　

ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
対
立
構
造

　
　

  

第
一
章　

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
の
成
立

　
　

第
二
章　

ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
対
立
構
造
（
一
九
四
五
〜
一

九
四
六
年
）

　
　

第
三
章　

米
英
統
合
占
領
地
区
の
形
成

　

第
Ⅱ
部　

民
間
部
門
に
お
け
る
ド
イ
ツ
政
策
の
展
開

　
　

  

第
四
章　

外
交
問
題
評
議
会
と
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策

　
　

第
五
章　

J
・
P
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
と
ド
イ
ツ
復
興
問
題

第 
Ⅲ
部　

ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
と
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
の

道
│
共
和
党
の
役
割
を
中
心
に
│

　
　

  

第
六
章　

J
・
F
・
ダ
レ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策

〔
書　

評
〕

河
﨑
信
樹
著

『
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
の
史
的
展
開
―
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
―
』
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「
冷
戦
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
結
び
付

き
、
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
原
型
が
創
り
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
と
至
る
ド
イ
ツ
政
策
の
転
換
は
、
以
下
の

二
つ
の
対
立
構
造
が
解
決
さ
れ
る
過
程
で
実
現
さ
れ
た
。
第
一
（
一

九
四
四
〜
四
六
年
）
は
ド
イ
ツ
弱
体
化
論
を
掲
げ
る
財
務
省
と
ド
イ

ツ
復
興
論
を
掲
げ
る
陸
軍
省
・
国
務
省
と
の
対
立
で
あ
る
。
こ
の
対

立
は
、
ド
イ
ツ
の
「
農
業
国
化
」
を
掲
げ
る
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン

の
採
択
に
よ
っ
て
前
者
が
勝
利
し
た
か
に
み
え
た
が
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ

ー
プ
ラ
ン
は
短
期
間
に
撤
回
さ
れ
、
結
局
ド
イ
ツ
復
興
論
が
勝
利
し

た
。
つ
い
で
第
二
（
一
九
四
六
〜
四
七
年
）
は
ド
イ
ツ
復
興
の
あ
り

方
を
め
ぐ
る
対
立
で
あ
る
。
陸
軍
省
・
在
独
ア
メ
リ
カ
軍
政
府
（
O 

M 

G 

U 

S
）
が
対
ソ
協
調
の
強
化
を
通
じ
た
ド
イ
ツ
の
経
済
的
統

一
・
優
先
的
復
興
を
掲
げ
た
一
方
、
国
務
省
は
ソ
連
を
排
除
し
た
分

割
ド
イ
ツ
を
成
立
さ
せ
、
そ
れ
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
復
興
に
貢

献
さ
せ
る
形
で
再
建
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
は
国
務
省
の
路
線
が
勝
利
し
た
帰
結
で
あ
っ
た
。

　

一
連
の
ド
イ
ツ
政
策
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
注
目
さ
れ
、
マ
ー
シ

ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
と
至
る
過
程
が
①
英
仏
ソ
三
占
領
国
の
政
策
展
開
と

の
関
連
、
②
ア
メ
リ
カ
行
政
府
内
部
の
諸
対
立
と
い
う
二
つ
の
視
点

　
　

第
七
章　

H
・
フ
ー
バ
ー
の
ド
イ
ツ
報
告
と
そ
の
歴
史
的
位
置

　

終
章

　

補
論　

一
九
四
七
年
ポ
ン
ド
危
機
と
米
英
統
合
占
領
地
区

　

で
は
、
目
次
に
沿
っ
て
内
容
を
紹
介
し
た
い
。「
は
し
が
き
」
と

「
序
章
」
と
で
は
筆
者
の
問
題
意
識
お
よ
び
先
行
研
究
と
の
違
い
が

論
じ
ら
れ
る
。
筆
者
が
ド
イ
ツ
政
策
に
注
目
す
る
の
は
そ
れ
が
マ
ー

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
と
大
き
な
関
連
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
二
度
の
世

界
大
戦
を
引
き
起
こ
し
た
ド
イ
ツ
に
ど
う
対
応
す
る
か
は
、
国
際
秩

序
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
わ
る
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
の
経
済
力
の
再
建
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
復
興
に
必
要
な
一
方
で
、

経
済
的
に
強
力
な
ド
イ
ツ
は
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
警
戒
心
を
引
き
起
こ

し
、
西
側
諸
国
間
の
関
係
悪
化
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
矛
盾
の
解
決
策
こ
そ
が
一
九
四
七
年
六
月
の
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
に
他
な
ら
な
い
。
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
は
、
①
ド
イ
ツ
占
領
地
域

全
体
か
ら
米
英
仏
占
領
地
区
を
切
り
離
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
枠

内
に
封
じ
込
め
る
こ
と
で
周
辺
西
欧
諸
国
へ
の
安
全
保
障
の
確
保
と

ド
イ
ツ
の
経
済
力
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
へ
の
活
用
と
を
両
立
さ
せ
る

と
同
時
に
、
②
東
側
諸
国
を
西
側
諸
国
全
体
に
よ
っ
て
封
じ
込
め
る

と
い
う
「
二
重
の
封
じ
込
め
」
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
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占
領
地
区
形
成
ま
で
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ

ラ
ン
成
立
へ
と
至
る
過
程
が
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
財
務
長
官
お
よ
び
そ
の

批
判
者
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
陸
軍
長
官
を
中
心
に
分
析
さ
れ
る
。
一
九
四

四
年
前
半
時
点
で
既
に
、
国
務
省
・
陸
軍
省
は
ド
イ
ツ
の
生
産
復
興

を
と
も
に
重
視
し
て
い
た
が
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
は
両
省
の
提
案
を
ド

イ
ツ
軍
国
主
義
の
再
現
に
つ
な
が
る
と
懸
念
し
、
ル
ー
ル
地
域
の
徹

底
的
な
破
壊
を
通
じ
た
ド
イ
ツ
弱
体
化
を
主
張
し
た
。
こ
の
提
案
は

ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
や
さ
ら
に
は
英
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
ら
の
反
対
を
呼
び

起
こ
し
た
が
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
支
持
し
、
四
四
年
九
月
の

第
二
次
ケ
ベ
ッ
ク
会
談
で
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
を
盛
り
込
ん
だ

米
英
共
同
宣
言
が
調
印
さ
れ
る
。
こ
の
一
連
の
過
程
は
従
来
、
財
務

省
・
陸
軍
省
の
対
ソ
政
策
の
対
立
と
し
て
専
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、

筆
者
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
の
な
か
で
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
の

は
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
動
向
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー

は
ド
イ
ツ
弱
体
化
を
対
ソ
協
調
と
同
時
に
ド
イ
ツ
の
競
争
相
手
た
る

イ
ギ
リ
ス
の
経
済
支
援
も
兼
ね
る
と
論
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
も
ソ
連
と
の
協
調
体
制
の
維
持
と
い
う
点
で
は
モ
ー

ゲ
ン
ソ
ー
と
一
致
し
て
お
り
、
ル
ー
ル
地
域
の
国
際
管
理
委
員
会
へ

の
ソ
連
加
盟
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
復
興
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
と
に
ソ

連
が
関
与
す
る
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
両
者
と
も
対

か
ら
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
き
た
。
筆
者
は
こ
れ
ら
の
研
究
を
評
価
し

つ
つ
も
、
行
政
府
に
影
響
を
与
え
る
ア
メ
リ
カ
国
内
の
諸
主
体
の
役

割
が
充
分
に
は
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
批
判
す
る
。「
行
政
府

の
外
交
政
策
は
、
国
内
か
ら
の
要
求
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、

様
々
な
要
求
を
掲
げ
た
諸
団
体
や
諸
個
人
は
、
行
政
府
の
政
策
に
対

し
て
積
極
的
に
介
在
し
て
こ
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
政

府
も
一
つ
の
主
体
と
し
て
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た
行
政

府
と
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
諸
団
体
や
諸
個
人
と
の
相
互
作
用
の

あ
り
方
こ
そ
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
」（
六
頁
）
と
い
う
の
が

筆
者
の
分
析
視
角
で
あ
る
。
行
政
府
以
外
の
お
も
な
主
体
と
し
て
は
、

「
経
済
界
」、
上
下
両
院
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

本
論
で
は
、
こ
の
分
析
視
角
か
ら
、
ド
イ
ツ
政
策
の
転
換
が
行
政

府
内
部
の
対
立
だ
け
で
は
な
く
議
会
や
民
間
諸
団
体
も
巻
き
込
ん
だ

政
策
対
立
の
末
に
実
現
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

Ⅰ
部
で
は
第
一
の
対
立
構
造
が
解
決
し
第
二
の
対
立
構
造
が
生
み
出

さ
れ
る
ま
で
の
過
程
が
行
政
府
内
部
を
中
心
に
分
析
さ
れ
、
第
Ⅱ

部
・
第
Ⅲ
部
で
は
行
政
府
以
外
の
主
体
が
第
二
の
対
立
構
造
の
解
決

に
果
た
し
た
役
割
が
分
析
さ
れ
る
。
第
Ⅱ
部
で
は
経
済
界
が
、
第
Ⅲ

部
で
は
共
和
党
が
お
も
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

　

第
Ⅰ
部
の
具
体
的
時
期
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
米
英
統
合
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策
の
前
提
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
の
占
領
が
ド
イ
ツ
復
興
の
大
き
な
制

約
か
否
か
が
占
領
政
策
遂
行
に
つ
れ
て
論
点
に
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
点
の
う
ち
①
に
つ
い
て
は
、
統
合
復
興
論
（
国
務
省
中
下

級
官
僚
）
と
ド
イ
ツ
分
割
論
（
国
務
省
上
層
部
）
と
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

復
興
を
ド
イ
ツ
に
優
先
し
て
構
想
し
た
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
復
興

論
（
陸
軍
省
・
O 

M 

G 

U 

S
お
よ
び
バ
ー
ン
ズ
国
務
長
官
）
は
ド
イ
ツ

社
会
の
崩
壊
防
止
を
重
視
し
、
ド
イ
ツ
復
興
の
優
先
を
掲
げ
た
。
ま

た
②
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
復
興
論
・
統
合
復
興
論
が
ソ
連
を
交
渉

相
手
と
認
識
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
分
割
論
は
ソ
連
を
交
渉

相
手
と
は
見
な
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
対
立
は
一
九
四

七
年
一
月
の
バ
ー
ン
ズ
辞
任
・
マ
ー
シ
ャ
ル
へ
の
交
代
ま
で
表
面
化

せ
ず
、
政
策
の
一
本
化
が
進
ん
で
い
く
の
は
こ
の
後
モ
ス
ク
ワ
外
相

会
談
（
一
九
四
七
年
三
〜
四
月
）
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。

　

第
三
章
で
分
析
さ
れ
る
米
英
統
合
占
領
地
区
形
成
は
以
上
の
対
立

を
表
面
化
さ
せ
ず
に
遂
行
可
能
な
政
策
で
あ
っ
た
。
最
大
の
交
渉
課

題
は
貿
易
に
関
わ
る
占
領
費
の
分
担
比
率
で
あ
り
、
結
局
、
後
か
ら

み
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
に
過
大
な
負
担
と
な
る
財
政
分
担
協
定
が
成
立
し

た
。
ア
メ
リ
カ
本
国
政
府
が
強
硬
な
交
渉
姿
勢
を
み
せ
た
要
因
と
し

て
、
筆
者
は
、
以
下
の
二
点
を
指
摘
す
る
。
第
一
に
、
一
九
四
六
年

一
一
月
中
間
選
挙
で
共
和
党
が
勝
利
し
、
上
下
両
院
で
多
数
派
に
な

ソ
協
調
で
は
一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
策
対

立
が
こ
こ
ま
で
の
混
乱
を
来
し
た
の
は
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
が
陸
軍
省

の
「
強
い
ド
イ
ツ
論
」
を
「
ド
イ
ツ
緩
衝
国
論
」
と
誤
認
識
し
た
た

め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
が
描
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

経
済
再
建
策
は
通
貨
の
交
換
性
回
復
が
前
提
で
あ
り
、
非
常
に
楽
観

的
な
戦
後
世
界
経
済
情
勢
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

　

第
二
章
で
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
採
択
後
か
ら
一
九
四
六
年
後

半
ま
で
の
ド
イ
ツ
政
策
が
概
観
さ
れ
る
。
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
は

そ
の
後
陸
軍
省
な
ど
に
よ
っ
て
リ
ー
ク
さ
れ
、
新
聞
に
は
モ
ー
ゲ
ン

ソ
ー
批
判
の
記
事
が
あ
ふ
れ
た
。
す
る
と
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

は
あ
っ
さ
り
反
対
に
転
換
し
、
戦
後
ド
イ
ツ
政
策
の
最
終
決
定
は
先

送
り
さ
れ
る
。
先
送
り
の
後
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
死
去
し
、
さ
ら
に

は
戦
後
ド
イ
ツ
経
済
の
深
刻
な
停
滞
が
ア
メ
リ
カ
の
占
領
費
増
大
を

も
た
ら
す
と
、
四
六
年
前
半
に
は
ド
イ
ツ
弱
体
化
論
は
後
退
し
、
国

務
省
・
陸
軍
省
の
ド
イ
ツ
復
興
論
が
優
位
に
た
っ
た
。
だ
が
、
す
る

と
今
度
は
ド
イ
ツ
復
興
論
内
部
で
の
対
立
が
発
生
す
る
。
こ
の
対
立

点
を
筆
者
は
、
①
ド
イ
ツ
復
興
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
特
に
フ
ラ
ン
ス
）

復
興
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
②
ド
イ
ツ
弱
体
化
論
を
採
用

し
て
い
る
ソ
連
と
の
関
係
を
ど
う
す
る
か
、
の
二
点
に
整
理
す
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
章
の
時
期
で
は
大
き
な
意
味
で
の
対
ソ
協
調
が
政
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を
供
給
し
て
き
た
。
と
く
に
四
〇
年
に
国
務
省
と
の
共
同
研
究
を
開

始
し
て
以
降
は
、
行
政
府
へ
の
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
く
。
先
行
研

究
が
外
交
問
題
評
議
会
を
国
務
省
支
持
の
一
枚
岩
的
組
織
と
し
て
把

握
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
筆
者
は
そ
の
国
務
省
支
持
路
線
が
多
く

の
路
線
対
立
の
結
果
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
考
え
、
こ
の
過
程
を
検

証
す
る
。
戦
時
期
に
お
け
る
国
務
省
と
の
共
同
研
究
で
は
ド
イ
ツ
経

済
の
復
興
と
ド
イ
ツ
経
済
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
た
安
全
保
障

確
保
と
の
両
立
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
大
戦
後
に
な
る
と
、

外
交
問
題
評
議
会
理
事
長
A
・
ダ
レ
ス
は
、
ソ
連
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
西
側
三
占
領
地
区
お
よ
び
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興
を
よ
り
重

視
す
る
政
策
へ
の
転
換
を
構
想
す
る
。
こ
の
政
策
形
成
が
具
体
化
さ

れ
た
の
が
ド
イ
ツ
問
題
研
究
会
（
四
六
年
一
〇
月
〜
四
七
年
二
月
）
で

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
問
題
研
究
会
に
は
経
済
界
関
係
者
、
研
究
者
・
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ほ
か
ド
イ
ツ
政
策
関
係
者
が
多
数
参
加
し
、
ド
イ

ツ
政
策
関
係
の
諸
メ
ン
バ
ー
が
様
々
な
選
択
肢
を
提
起
し
そ
れ
へ
の

支
持
・
不
支
持
が
他
メ
ン
バ
ー
か
ら
示
さ
れ
る
形
で
議
論
は
進
展
し

て
い
く
。
結
果
、
経
済
力
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
ソ
連
と
の
協
調
を
通

じ
た
安
全
保
障
確
保
よ
り
も
ド
イ
ツ
の
経
済
復
興
を
重
視
し
、
ル
ー

ル
地
域
の
国
際
管
理
と
そ
れ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
実

現
を
最
終
目
標
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
選
択
肢
へ
の
支
持
表

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
民
主
党
政
権
は
共
和
党
の
均
衡
財

政
主
義
者
か
ら
の
財
政
支
出
削
減
要
求
に
対
応
す
る
必
要
に
直
面
し

て
い
た
。
第
二
に
ア
メ
リ
カ
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
の
ド
ル
不
足
を
楽
観

的
に
認
識
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
ア
メ
リ
カ
自
身
が
こ
の
時
点

で
は
ド
イ
ツ
に
関
す
る
責
任
を
一
国
で
負
え
る
よ
う
な
国
内
体
制
の

構
築
が
で
き
て
」
お
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
を
ド
イ
ツ
占
領
政
策
に
お
け

る
「
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
み
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
こ
う
し
た
状
況
が
克
服
さ
れ
る
に
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
自
身
が
イ

ギ
リ
ス
の
脆
弱
性
を
認
識
し
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
責
任
を
一
国
で
負

う
と
い
う
方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
、
そ
し
て
議
会
自
身
も
そ
う
し

た
ア
メ
リ
カ
政
府
の
考
え
を
支
え
る
こ
と
に
同
意
す
る
、
と
い
う
二

つ
の
条
件
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
本
書
第
Ⅲ

部
へ
の
橋
渡
し
が
な
さ
れ
る
（
八
二
頁
）。

　

第
Ⅱ
部
の
二
つ
の
章
で
は
行
政
府
・
民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
ド
イ
ツ
政

策
の
相
互
作
用
を
分
析
す
る
一
環
と
し
て
、
外
交
問
題
評
議
会
（
第

四
章
）
と
J
・
P
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
（
第
五
章
）
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
。

　

一
九
二
一
年
設
立
の
外
交
問
題
評
議
会
は
「
国
際
主
義
」
の
立
場

を
と
る
最
大
の
民
間
団
体
で
、
多
国
籍
企
業
・
銀
行
関
係
者
・
企
業

弁
護
士
・
研
究
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
行
政
府
に
も
多
く
の
人
材
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O 

M 

G 

U 

S
長
官
と
も
一
致
し
て
お
り
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
外
交
政

策
協
会
な
ど
を
舞
台
と
し
て
言
論
を
展
開
し
た
。
以
上
の
活
動
に
つ

い
て
、
筆
者
は
、「
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
対
独
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て

い
た
経
済
界
の
一
員
と
し
て
ド
イ
ツ
復
興
の
重
要
性
を
訴
え
続
け
、

そ
れ
は
政
府
部
門
に
お
い
て
も
民
間
部
門
に
お
い
て
も
一
定
の
支
持

を
獲
得
し
て
」
お
り
、
彼
の
「
活
動
は
、
ア
メ
リ
カ
経
済
界
の
ド
イ

ツ
復
興
を
促
進
す
べ
き
だ
と
い
う
要
求
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
る
」（
一
三
九
頁
）
と
位
置
付
け
る
。
た
だ
し
、
ソ

連
と
の
交
渉
は
不
可
能
と
の
見
解
が
米
国
内
で
台
頭
し
、
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
勢
力
が
左
右
に
分
裂
し
て
以
降
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
次
第
に

孤
立
し
て
い
っ
た
。

　

第
Ⅲ
部
の
二
つ
の
章
で
は
、
行
政
府
以
外
の
代
表
的
な
勢
力
で
あ

る
共
和
党
が
ド
イ
ツ
政
策
の
第
二
の
対
立
構
造
の
解
決
に
果
た
し
た

役
割
に
つ
い
て
、
そ
の
最
終
局
面
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
前
後

を
中
心
に
分
析
さ
れ
る
。
な
か
で
も
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

は
、
共
和
党
国
際
主
義
者
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、
か
つ
経
済
人
の
J
・

F
・
ダ
レ
ス
で
あ
っ
た
。
第
六
章
で
は
、
超
党
派
外
交
と
い
う
観
点

か
ら
共
和
党
の
ド
イ
ツ
政
策
の
担
い
手
と
し
て
の
ダ
レ
ス
の
活
動
が

解
明
さ
れ
る
。
ダ
レ
ス
は
国
連
創
設
や
ロ
ン
ド
ン
外
相
会
談
参
加
な

ど
で
ソ
連
へ
の
不
信
感
を
増
大
さ
せ
て
お
り
、
し
か
も
実
弟
A
・
ダ

明
の
過
程
で
は
経
済
界
出
身
メ
ン
バ
ー
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

お
り
、
こ
の
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
の
利
害
関
心
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。

　

つ
づ
く
第
五
章
で
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
批
判
者
と
し
て
の
み

従
来
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
が
、
ド
イ
ツ
復
興
問
題

に
関
し
て
は
単
な
る
批
判
者
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
対
ド
イ
ツ
投
資
業
務
に
も
深
く
関
与
し
た
銀
行
家

で
あ
り
、
彼
の
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
は
経
済
的
な
利
害
関
係
者
が

ド
イ
ツ
政
策
に
ど
う
い
う
態
度
を
と
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に

も
資
す
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
は
一

九
四
六
年
八
月
に R

eport on G
erm

any 
を
執
筆
す
る
な
ど
、
盛
ん

に
自
身
の
構
想
を
表
明
し
た
。
彼
は
ア
メ
リ
カ
の
ソ
連
へ
の
譲
歩
に

よ
っ
て
単
一
経
済
体
と
し
て
の
ド
イ
ツ
を
実
現
し
、
そ
の
早
期
経
済

復
興
を
図
る
よ
う
主
張
し
て
お
り
、
こ
の
主
張
は
バ
ー
ン
ズ
国
務
長

官
の
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
演
説
と
も
親
和
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
戦
前
の
自
由
企
業
資
本
主
義
の
復
活
は
望
ま
れ

て
お
ら
ず
、
非
独
裁
的
な
形
で
の
経
済
社
会
主
義
（
主
要
産
業
の
国

有
化
、
農
業
と
中
小
企
業
分
野
で
の
自
由
競
争
、
政
治
的
な
自
由
の
維

持
）
が
志
向
さ
れ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
こ
れ
を
認

め
る
べ
き
と
論
じ
た
。
経
済
社
会
主
義
の
促
進
に
つ
い
て
は
ク
レ
イ
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ル
プ
ラ
ン
へ
の
支
持
獲
得
を
可
能
に
し
た
歴
史
的
起
源
の
一
つ
が
ド

イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
超
党
派
外
交
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

か
も
そ
れ
に
果
た
し
た
J
・
F
・
ダ
レ
ス
の
役
割
は
決
定
的
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
経
済
人
ダ
レ
ス
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、「
ダ
レ
ス

の
活
動
は
経
済
界
の
意
見
を
議
会
共
和
党
の
力
の
下
、
行
政
府
へ
と

媒
介
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」（
一
七
五
頁
）
と
の
評
価
が
成

り
立
つ
。

　

本
書
が
J
・
F
・
ダ
レ
ス
の
役
割
を
こ
の
よ
う
に
描
き
出
し
た
の

に
対
し
て
、
従
来
の
研
究
で
は
H
・
フ
ー
バ
ー
の
活
動
が
注
目
さ
れ

て
き
た
。
第
七
章
で
は
陸
軍
省
・
O 

M 

G 

U 

S
の
依
頼
で
な
さ
れ
た

フ
ー
バ
ー
報
告
が
外
交
政
策
主
体
で
あ
る
国
務
省
に
与
え
た
イ
ン
パ

ク
ト
が
検
証
さ
れ
る
。
フ
ー
バ
ー
報
告
は
ド
イ
ツ
復
興
優
先
論
を
納

税
者
の
論
理
に
よ
っ
て
強
化
す
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ド
イ

ツ
復
興
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
と
の
関
連
で
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
に

腐
心
し
て
き
た
国
務
省
に
と
っ
て
受
入
不
可
能
な
内
容
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
共
和
党
多
数
議
会
か
ら
の
同
意
が
必
要
な
状
況
下
で

国
務
省
の
協
力
者
た
り
え
た
の
は
、
フ
ー
バ
ー
で
は
な
く
ダ
レ
ス
ら

共
和
党
国
際
主
義
者
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

　

終
章
で
は
以
上
の
議
論
が
要
約
さ
れ
る
と
と
も
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
構
想
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
ド
イ
ツ
問
題
の
解
決
が
J
・

レ
ス
か
ら
ド
イ
ツ
経
済
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
の
崩
壊
と
そ
の
復
興

の
困
難
性
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
と
ソ

連
に
対
抗
す
る
こ
と
と
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。
一
九
四
七
年

一
月
の
ダ
レ
ス
演
説
は
、
ソ
連
の
「
膨
張
主
義
」
へ
の
対
抗
を
鮮
明

に
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
大
陸
諸
国
に
要
求
し
た
。
単
一
巨
大
市

場
の
形
成
を
通
じ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
復
興
を
構
想
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
内
容
は
共
和
党
国
際
主
義
者
グ
ル
ー
プ
や
外
交
問
題
評

議
会
か
ら
了
解
を
得
て
お
り
、
と
く
に
A
・
ダ
レ
ス
の
議
論
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ダ
レ
ス
演
説
を
受
け
て
、
共
和
党
と
の
超
党

派
外
交
の
堅
持
が
重
要
と
考
え
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は
、
ヴ
ァ
ン
デ

ン
バ
ー
グ
上
院
外
交
委
員
長
に
モ
ス
ク
ワ
行
き
を
要
請
し
た
が
、
ヴ

ァ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
が
J
・
F
・
ダ
レ
ス
を
推
薦
し
た
た
め
、
ダ
レ
ス

の
モ
ス
ク
ワ
行
き
が
決
定
し
た
。
当
時
、
行
政
府
内
部
で
は
バ
ー
ン

ズ
失
脚
後
の
国
務
省
で
主
導
権
を
と
り
つ
つ
あ
る
ド
イ
ツ
分
割
論
と

単
一
経
済
体
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
取
り
扱
い
を
強
く
主
張
す
る
O 
M 

G 

U 

S
と
の
対
立
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
の
「
道

徳
的
な
敵
」
で
あ
り
妥
協
は
許
さ
れ
な
い
と
の
ダ
レ
ス
の
主
張
は
、

ド
イ
ツ
分
割
論
と
結
び
つ
く
。
こ
の
結
果
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
で

の
ア
メ
リ
カ
の
対
応
は
米
ソ
決
裂
と
対
仏
妥
協
と
を
示
す
も
の
と
な

っ
た
。
こ
う
し
た
過
程
は
、
共
和
党
多
数
議
会
に
お
け
る
マ
ー
シ
ャ
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マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
と
至
る
ド
イ
ツ
政
策
の
変
遷
を
超
党
派
外
交

と
い
う
観
点
か
ら
綿
密
に
分
析
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
第
六
章

で
は
J
・
F
・
ダ
レ
ス
が
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
対
ソ
決
裂
・
対
仏
妥

協
路
線
を
確
定
さ
せ
る
過
程
が
描
か
れ
、
第
三
章
お
よ
び
補
論
で
は

ア
メ
リ
カ
が
ド
イ
ツ
占
領
を
一
国
で
担
う
方
向
へ
と
大
転
換
す
る
際

の
国
内
的
基
盤
が
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
を
機
と
す
る
超
党
派
外
交
で

あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
議
論
は
、
共
和
党

国
際
主
義
者
グ
ル
ー
プ
と
い
う
行
政
府
外
部
に
存
す
る
一
団
の
思
想

と
行
動
が
、
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
形
成
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
演
じ
た
こ
と
を
豊
富
な
実
証
に
基
づ
い
て
描
き
出
し
た
点
で
、

大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
こ
の
際
、
ダ
レ
ス
ら
の
背
後
に
控
え
る
存
在
と
し
て
民

間
部
門
の
外
交
政
策
に
注
目
し
、
そ
の
内
実
を
詳
細
に
分
析
し
て
い

る
。
こ
の
点
は
、
本
書
が
扱
う
時
期
の
ア
メ
リ
カ
対
ド
イ
ツ
政
策
だ

け
で
は
な
く
、
他
地
域
・
他
時
期
の
外
交
史
・
経
済
史
を
分
析
す
る

際
に
も
応
用
可
能
な
分
析
手
法
を
開
拓
し
た
と
評
価
で
き
、
極
め
て

大
き
な
貢
献
と
い
え
る
。
評
者
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
二
つ
例
を
挙

げ
る
と
、
戦
時
期
の
外
交
問
題
評
議
会
が
ユ
ン
カ
ー
を
「
ド
イ
ツ
の

侵
略
的
か
つ
非
民
主
的
な
力
を
構
成
す
る
階
級
」
と
認
識
す
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
弱
体
化
政
策
へ
の
批
判
も
既
に
行
な
っ
て
い

F
・
ダ
レ
ス
を
媒
介
と
す
る
超
党
派
外
交
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と

が
、
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
の
方
向
性
に
関
す
る
超
党
派
的

な
合
意
に
結
び
つ
い
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
ま
た
今
後
の
課
題
と
し
て
、

①
統
合
復
興
論
な
ど
実
現
し
な
か
っ
た
ド
イ
ツ
政
策
に
関
す
る
選
択

肢
の
研
究
、
②
本
書
が
前
提
と
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
自
体
に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
研
究
、
③
ア
メ
リ
カ
の
対
日
占

領
政
策
と
の
関
連
の
研
究
、
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

最
後
に
、
補
論
で
は
第
三
章
で
分
析
さ
れ
た
米
英
の
財
政
分
担
協

定
が
一
九
四
七
年
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
遂
げ
た
の
か
が
分
析
さ
れ

る
。
先
述
の
よ
う
に
四
六
年
の
交
渉
は
ア
メ
リ
カ
の
強
硬
な
姿
勢
に

英
国
が
妥
協
す
る
か
た
ち
で
決
着
し
た
が
、
四
七
年
に
は
米
英
統
合

占
領
地
区
に
米
国
が
よ
り
大
き
な
財
政
負
担
と
権
限
と
で
対
応
す
る

方
向
に
大
き
く
転
換
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
四
七
年
七
月
の
ポ
ン

ド
危
機
を
通
じ
て
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
衰
退
を
強

く
認
識
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
モ
ス
ク
ワ
外
相
会
談
を
契
機
と
す
る

超
党
派
外
交
の
形
成
に
よ
っ
て
米
英
統
合
占
領
地
区
に
積
極
的
に
関

与
し
う
る
国
内
的
な
基
盤
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

二　

本
書
の
意
義
と
論
点

　

本
書
の
意
義
と
し
て
は
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
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詳
細
な
実
証
と
明
快
な
論
理
と
い
う
し
ば
し
ば
背
反
し
が
ち
な
双
方

を
両
立
さ
せ
て
い
る
筆
者
の
分
析
能
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
意
義
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
評
者
の
気
付
い
た
論
点
を

四
つ
指
摘
し
た
い
。

　

第
一
に
J
・
F
・
ダ
レ
ス
の
評
価
で
あ
る
。
本
書
の
終
章
で
は
、

お
も
に
第
六
章
の
分
析
に
基
づ
き
、
ダ
レ
ス
を
「
経
済
界
の
不
満
・

要
求
を
、
共
和
党
を
媒
介
と
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
へ
と
伝
え
る

と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
一
九
八

頁
）。
ダ
レ
ス
を
経
済
界
の
一
員
と
し
て
も
位
置
付
け
、
彼
と
外
交

問
題
評
議
会
と
の
密
接
な
関
係
を
論
証
し
た
こ
と
は
本
書
の
大
き
な

貢
献
で
あ
る
。
だ
が
、
先
の
引
用
の
よ
う
に
ダ
レ
ス
を
経
済
界
の
代

理
人
と
し
て
の
み
概
括
す
る
こ
と
は
本
書
の
実
証
の
一
面
に
す
ぎ
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
四
章
の
実
証
で
は
モ
ー
ガ
ン

（
チ
ェ
ー
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
副
会
長
）
ら
が
一
九
四
七
年
一

月
の
ダ
レ
ス
演
説
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
注
目
し
、「
ル
ー

ル
地
域
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
と
い
う
J
・
F
・
ダ
レ
ス

の
主
張
が
外
交
問
題
評
議
会
内
に
お
い
て
影
響
力
を
発
揮
し
始
め
て

い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
七
頁
）。
こ
の
点
も
視
野
に
入
れ

る
な
ら
ば
、
J
・
F
・
ダ
レ
ス
は
経
済
界
の
要
求
を
媒
介
し
た
の
み

る
点
（
八
八
頁
）
は
、
対
日
占
領
政
策
と
の
共
通
性
・
相
違
性
を
考

え
る
上
で
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
。
対
日
占
領
政
策
の
復
興
路
線
へ

の
転
換
が
ド
イ
ツ
よ
り
も
遅
れ
た
理
由
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
察

す
る
上
で
、
民
間
主
体
の
外
交
政
策
や
経
済
的
利
害
に
注
目
す
る
筆

者
の
手
法
か
ら
は
多
く
を
学
べ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
じ
く
外
交

問
題
評
議
会
ド
イ
ツ
問
題
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の Edw

ard M
ason

（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
国
務
省
経
済
顧
問
）
は
一
九
五
五
年
の
第
一
回

原
子
力
平
和
利
用
国
際
会
議
に
て
米
国
政
府
代
表
の
一
員
と
し
て
報

告
し
、
石
油
・
石
炭
な
ど
既
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ス
ト
の
上
昇
を
予

測
し
て
い
る）1
（

。
こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
米
国
民
間
部
門
の
ど
の
よ

う
な
要
求
が
あ
っ
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
戦
後
の
安
全
保
障

政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
史
・
産
業
史
を
検
討
す
る
上
で
き
わ
め
て

有
効
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、
こ
う
し
た
大
き
な
貢
献
の
前
提
と
し
て
、
詳
細
な
実
証

分
析
と
明
快
な
論
理
展
開
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
で
は
米
国
国
立
公

文
書
館
の
所
蔵
文
書
の
ほ
か
ダ
レ
ス
文
書
、
英
国
内
閣
文
書
な
ど
複

数
の
史
料
群
が
一
日
単
位
で
分
析
さ
れ
て
お
り
、
読
み
応
え
の
あ
る

実
証
研
究
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
各
章
の
結
論
や
先
行
研

究
へ
の
批
判
は
何
れ
も
分
か
り
や
す
く
、
ア
メ
リ
カ
外
交
史
を
専
門

と
し
な
く
て
も
充
分
に
読
み
こ
な
せ
る
作
品
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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み
込
ん
だ
検
討
が
必
要
な
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　

以
上
の
点
に
も
関
連
し
て
、
第
三
に
、
政
策
形
成
過
程
に
お
け
る

個
人
と
組
織
と
の
関
係
を
ど
う
把
握
す
べ
き
か
を
さ
ら
に
伺
い
た
く

思
っ
た
。
た
と
え
ば
外
交
問
題
評
議
会
に
参
画
す
る
諸
個
人
の
発
言

は
ど
の
程
度
各
個
別
資
本
の
利
害
に
直
接
規
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
あ
く
ま
で
も
企
業
代
表
者
と
し
て
発
言
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
も
っ
と
抽
象
的
な
「
総
資
本
の

意
思
」
の
よ
う
な
も
の
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
の
究
明
は
史
料
的
な
制
約
も
大
き
く
容
易
で
は
な
い
が
、
筆
者

が
既
に
着
手
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
企
業
在
独
子
会
社
の
戦
後
再
建
過

程
の
分
析）2
（

を
さ
ら
に
進
め
る
な
か
で
果
た
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
第
一
章
に
お
い
て
、
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
の
個
人
的
な
信
念
が
ホ
ワ
イ

ト
財
務
次
官
ら
財
務
官
僚
の
説
得
を
押
し
の
け
て
、
財
務
省
と
い
う

組
織
の
提
案
と
さ
れ
、
さ
ら
に
は
一
時
的
に
せ
よ
行
政
府
全
体
の
見

解
に
ま
で
上
り
詰
め
る
ま
で
の
実
証
が
躍
動
的
で
あ
る
だ
け
に
、
こ

う
し
た
過
程
を
ど
う
特
徴
づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ん
だ
。

本
書
の
実
証
を
契
機
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る
経
済
権
力

の
役
割
、
個
人
の
役
割
に
つ
い
て
の
議
論
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

第
四
に
、
各
主
体
の
判
断
が
ど
の
よ
う
な
情
報
や
利
害
に
も
と
づ

な
ら
ず
、
経
済
界
の
要
求
自
体
を
〝
ド
イ
ツ
の
経
済
復
興
〞
か
ら

〝
ソ
連
抜
き
で
の
ド
イ
ツ
経
済
復
興
〞
へ
と
、
す
な
わ
ち
よ
り
反
共

的
な
方
向
へ
と
創
り
上
げ
る
主
体
的
な
役
割
も
果
た
し
た
と
評
価
さ

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
の
役
割
で
あ
る
。
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
に
関
連

し
て
は
彼
が
銀
行
家
と
し
て
ド
イ
ツ
経
済
に
利
害
を
有
す
る
人
物
で

あ
り
、
政
府
・
民
間
部
門
に
お
い
て
一
定
の
支
持
を
得
て
い
た
と
評

価
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
が
盛
ん
に
宣
伝
活
動
を

行
な
い
、
そ
れ
が
ク
レ
イ
や
転
向
以
前
の
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
の
支
持
を

得
て
い
た
こ
と
は
充
分
に
実
証
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
本
書
の
成
果

で
あ
る
。
だ
が
、
ウ
ォ
ー
バ
ー
グ
の
議
論
が
彼
の
出
身
母
体
で
あ
る

経
済
界
・
銀
行
界
か
ら
ど
の
程
度
の
支
持
を
実
際
に
得
て
い
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
外
交
問
題
評
議
会
と
J
・
F
・
ダ
レ
ス
と
の
関
係
ほ

ど
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
、

彼
の
非
独
裁
的
経
済
社
会
主
義
へ
の
高
い
評
価
は
ア
メ
リ
カ
多
国
籍

企
業
に
と
っ
て
支
持
で
き
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
外
交
政

策
の
よ
う
に
抽
象
性
が
高
く
、
か
つ
将
来
の
予
測
に
不
確
定
性
が
大

き
い
こ
の
時
期
に
は
、
個
々
人
が
そ
の
出
身
母
体
の
利
害
か
ら
遊
離

す
る
思
想
を
表
明
す
る
可
能
性
は
決
し
て
低
く
な
い
。
彼
が
活
動
の

舞
台
と
し
た
外
交
政
策
協
会
の
性
格
・
支
持
層
と
と
も
に
さ
ら
に
踏
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買
収
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
国
務
省
の
対
応
│
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
オ

イ
ル
社
に
よ
る
ロ
イ
ヤ
ル
・
ダ
ッ
チ
・
シ
ェ
ル
社
と
の
共
同
買
収

の
事
例
を
中
心
に
│
」（『
経
済
論
叢
』
第
一
七
三
巻
第
二
号
、
二

〇
〇
四
年
二
月
）、
同
「
占
領
下
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
石

油
企
業
の
事
業
再
構
築
活
動
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
応
│

ソ
コ
ニ
ー
・
バ
キ
ュ
ー
ム
社
（Socony V

acuum
 O
il Com

pany

）

の
事
例
を
中
心
に
│
」（『
経
済 

論
叢
』
第
一
七
四
巻
第
三
号
、
同

年
九
月
）。

（
3
）　

藤
木
剛
康
「
河
崎マ
マ

信
樹
著
『
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
の
史
的

展
開
│
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
│
』」

（『
経
済
理
論
』
第
三
七
〇
号
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）。

河
﨑
信
樹
著
『
ア
メ
リ
カ
の
ド
イ
ツ
政
策
の
史
的
展
開
│
モ
ー
ゲ
ン
ソ

ー
プ
ラ
ン
か
ら
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
へ
│
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二

〇
一
二
年
三
月
刊
、
A 

5
判
、
v
＋
二
三
九
頁
、
本
体
価
格
二
、
五
〇

〇
円
）

（
こ
ぼ
り　

さ
と
る
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
）

い
て
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
を
さ
ら
に
伺
い
た
い
点
が
幾
つ
か
残
っ

た
。
た
と
え
ば
本
書
で
は
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る
戦
後
世

界
経
済
へ
の
楽
観
的
見
通
し
や
国
務
省
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
部

局
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
力
へ
の
楽
観
的
見
通
し
が
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の

外
交
方
針
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
見
通
し
は
な
ぜ
妥
当
だ
と
当
時
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
と
く
に
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
イ
ギ
リ
ス

救
済
と
い
う
主
張
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
支
持
を
得
る
た
め
の
後
付
け

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
が
既
に
呈
さ
れ
て
お
り）3
（

、
こ
の
点

を
再
検
証
す
る
意
味
に
も
な
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
論
点
は
何
れ
も
筆
者
が
終
章
で
掲
げ
た
今

後
の
課
題
に
多
か
れ
少
な
か
れ
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
意
義

を
何
ら
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
優
れ
た
意
義
ゆ
え
に

新
た
に
浮
上
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
日
本
経
済
史
を
専
攻
す
る
評

者
と
し
て
は
、
筆
者
の
分
析
が
対
日
占
領
政
策
に
つ
い
て
も
下
さ
れ

る
日
が
待
ち
遠
し
い
限
り
で
あ
る
。

（
1
）　E. S. M

ason

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
と
経
済
発
展
」
一
九
五
五

年
七
月
七
日
（
資
源
協
会
編
／
科
学
技
術
庁
資
源
局
訳
『
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
と
原
子
力
の
役
割
』
同
協
会
、
一
九
五
六
年
）。

（
2
）　

河
﨑
信
樹
「
占
領
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
企
業
の
ド
イ
ツ
企
業


